
平和を希求する心を育てる取組 

 

報告年月日   平成３０年１１月１２日         

都市名・国   宮城県石巻市・日本         

 

取組の名称 非核平和推進人材育成事業（広島研修） 

実施主体 
（該当項目に✔） 

□学校 ☑自治体 □ＮＧＯ □複合（               ） 

テーマ・目的 恒久平和に貢献できる人材育成 

対象者 
（年齢･学年、人数等） 

石巻市内各中学校の代表生徒（毎年１０名前後） 

実施場所 広島市内 

実施期間 

平成８年度より事業開始。震災により２３年度～２５年度は中止しており、平成 

２６年度より再開、現在に至る。 

毎年広島市の平和記念式典に合わせ、８月５日～８月７日の３日間を実施期間とし

ている。 

取組の概要 

研修生は広島での現地研修と、帰郷後各々の中学校での文化祭発表等による研修報告（事後研

修）を行っている。 

〈広島での研修内容〉 

８月５日…出発式、広島平和記念資料館・平和記念公園・原爆ドームの見学 

  ６日…平和記念式典への参列、広島城見学、広島市内自主研修、元安川灯ろう流し 

  ７日…被爆体験講話（講師：平和記念資料館の証言者）、広島県立美術館の見学、 

     宮島・厳島神社の見学 など 

〈事後研修内容〉 

・文化祭における原爆パネルの展示や感想文発表 

・壁新聞や学内広報誌への掲載 など 

参加者の反応 

 研修後に実施しているアンケートでは、「戦争について考えるきっかけとなった。」「核兵器が及

ぼした悲惨な現実、平和の尊さを深く知ることができた。」「自分の目で確かめることができ、い

い経験になった。」などの感想が寄せられている。 

 平和記念式典への参列や、被爆体験者による講話などは、このような研修に参加しない限り、

なかなか体験できることではないため好評をいただいている。 

成果 

広島で実際に自分たちの目で見て、耳で聞いて感じたことを、事後研修によって報告すること

で、家族や友達、地域の方々などへ広く戦争や平和への関心を啓発することにつながっていると

考える。 

課題 

広島の研修に参加できる生徒が代表に限られてしまうこと、被爆体験証言者の減少によるこれ

からの被爆体験講話への影響などが課題として挙げられる。 

取組で使用した素材について（図書、映像、パワーポイントなど。内容をわかりやすく簡潔に記入し

てください。） 

・平和記念資料館提供の学習ブックやガイドマップ、パンフレット等 

上記素材の共有の可否（取組で使用した素材を、平和首長会議の WEB サイトに掲載し、他都市と共

有することに、著作権その他の問題がないか、次からお選び下さい。） 

□掲載可能（素材を添付してください）   ☑掲載不可   □不明 

※ 画像等の資料がある場合は別ファイルで提出してください。 


